
mmm＼

　

健廊喇廓紬匍べ４呼扁嶼やく蜘

(今匿頌･ｌＯ圃政創邸匪)



ダθ

高
橋
景
保
書
き
入
れ
培
訂
清
文
鑑

　
　
　
　
　
　

１
’
ｌ
‐
巻

　

頭

　

寫

　

員

　

解

　

説
－

　

高
橋
景
保
（
１
７
８
５
-
１
８
２
９
）
が
我
が
國
に
於
け
る
浦
字
學
の
鼻

阻
と
し
て
如
何
に
優
れ
た
業
跡
を
印
し
た
か
に
就
い
て
は
、
既

に
新
村
博
士
の
「
高
橋
景
保
の
満
洲
語
學
」
（
弘
文
五
ノ
六
）
と

題
す
る
一
篇
に
考
罷
を
悉
し
て
剰
さ
な
い
。

　

満
洲
語
字
書
と
し
て
最
も
其
感
を
具
へ
た
も
の
は
、
乾
隆
三

１
　
六
年
の
勅
撰
に
成
る
檜
訂
清
文
鑑
一
部
正
柿
共
三
十
六
谷
で

あ
ら
う
が
、
か
れ
景
保
の
編
著
中
に
お
っ
て
も
、
最
も
大
部
に

し
て
最
も
多
大
の
努
力
が
彿
は
れ
た
「
満
文
輯
韻
」
や
、
或
は

　

「
清
文
鑑
名
物
語
抄
」
や
は
、
専
ら
こ
の
檜
訂
清
文
鑑
に
依
抹

し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
谷
頭
掲
ぐ
る
處
の
寫
具
は
、
彼

が
精
讃
翻
閲
入
念
の
朱
筆
を
入
れ
た
檜
訂
清
文
鑑
（
現
内
閣
文

庫
喊
）
の
一
葉
で
、
そ
の
精
励
と
苦
心
と
の
程
を
示
す
に
足
る

も
０
が
あ
ら
う
。
景
保
が
其
好
著
「
漏
文
散
語
解
」
中
に
適
宜

和
蘭
語
を
挿
入
し
て
鐸
解
の
助
け
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す

べ
き
だ
と
、
新
村
博
士
も
前
記
０
論
説
中
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
が

か
れ
得
意
の
蘭
語
は
、
こ
の
書
き
入
れ
清
文
鑑
に
於
て
は
、
全

篇
到
る
處
に
施
さ
れ
て
、
私
共
の
ほ
ｘ
笑
ま
し
い
興
味
と
注
意

と
を
喚
ん
で
る
る
。
久
田
扱
を
圖
示
し
、
或
は
圖
書
集
成
考
エ

典
中
殺
車
０
圖
を
丹
念
に
模
寫
し
た
薄
い
紙
片
が
貼
付
し
て
あ

る
な
ど
は
、
「
名
物
語
抄
」
編
述
に
對
す
る
彼
が
用
意
の
一
端
を

示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
清
文
鑑
動
植
物
の

類
部
に
あ
っ
て
、
特
に
詳
密
な
逐
字
譚
が
書
き
込
ま
れ
て
ゐ
る

こ
と
ｘ
併
せ
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
と

ま
れ
景
保
は
、
か
の
難
解
大
部
な
檜
訂
清
文
鑑
を
克
明
に
讃
破

し
た
我
國
最
初
の
偉
大
な
満
洲
語
學
者
で
あ
っ
た
。

　

景
保
に
遅
る
ゝ
こ
と
四
十
年
、
再
び
辛
苦
０
堵
訂
清
文
鑑
謬

解
事
業
が
長
崎
０
若
い
通
事
建
に
よ
っ
て
拳
げ
ら
れ
た
こ
と
は

本
誌
上
（
一
巻
六
胱
）
已
に
羽
田
博
±
０
詳
細
な
る
記
述
あ
ね
、

（
清
文
鑑
和
解
・
海
語
纂
編
解
説
）
早
く
は
新
村
博
士
に
よ
っ
て

も
轍
ら
さ
れ
て
ゐ
る
（
蓼
文
八
ノ
十
∵
長
崎
唐
通
事
の
満
洲

語
學
）
。
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
清
文
鑑
和
解
五
冊
並

び
に
到
謬
海
１
　
纂
編
五
香
十
冊
が
精
細
を
極
め
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
羽
田
博
士
の
記
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
然

し
已
に
同
博
士
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
こ
の
事
業
は
十
散
人
の

40-
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多
き
の
手
に
成
ぴ
、
成
る
所
は
五
巻
に
過
ぎ
ず
、
且
つ
若
し
こ

の
五
巻
を
成
す
に
要
し
た
年
月
を
以
て
堵
訂
清
文
鑑
一
部
を
譚

述
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
正
編
三
十
二
巻
を
謬
了
す
る
だ
け
に

で
も
、
三
十
二
年
の
長
日
月
を
要
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

筈
で
あ
る
。
如
何
に
詳
密
な
る
も
０
と
は
い
へ
、
未
だ
涼
か
に

景
保
一
個
の
事
業
の
大
を
凌
駕
す
る
も
の
と
は
言
ひ
難
い
で
あ

　

長
崎
通
事
の
謬
解
事
業
が
中
止
さ
れ
て
後
、
更
に
八
十
年
、

昨
昭
和
十
一
年
春
、
羽
田
博
士
を
主
員
と
す
る
我
が
京
大
東
洋

FI

ハ

打
人

借買
費

蓬生
令亜

本

　

寄

　

語

前
々
胱
九
六
頁
よ
り
縦
く
）

一
建

　

シ
ョ
ア
タ

タ
ケ

級
望
皿
。
つ

か

八
ひ

心

不
吃
了
禁
得
？

昌

　

嘔
天

　

ウ
テ
｝

　

う
た
う
？

多莫
喫怪

洞乃得

鼻何破面

教
認

ナカ
リミ

,平－
ル

講
毅
お

輦
去
絲
に

添
絆
麗

史
研
究
宝
浦
和
辞
典
編
輯
部
員
は
、
三
度
、
堵
訂
清
文
鑑
の
讃

謬
に
着
手
し
た
。
経
過
一
年
有
牛
、
今
浦
和
辞
典
の
名
を
冠
し

旬
日
な
ら
す
し
て
こ
れ
が
刊
行
に
迄
到
達
し
得
た
こ
と
は
、
一

に
博
士
の
熱
意
と
精
進
と
に
侯
っ
と
は
い
へ
、
更
に
景
保
や
長

崎
通
事
達
０
冥
助
を
思
は
挙
し
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
。
特
に
こ
の

時
に
富
っ
て
、
嘗
て
紹
介
さ
る
ｘ
處
な
か
っ
た
景
保
が
書
き
入

れ
清
文
鑑
寫
葉
を
掲
げ
、
些
さ
か
彼
が
遺
業
を
偲
ば
ん
と
す
る

も
０
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
今
西
春
秋
）
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身
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プ

還
了
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マ

請
人
皿
一
″
？
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認
脂

害

　

夭
？

ヴマ
テテ

盃
顎
記
が

落
責
問
打
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血
を
吐
い

た
ら
？

41

費暁行

　　

得路

無烏打令磨的
六路夫介滅盆

　　

大鯉
ウウ

　　

ミト
ルルトクチホ


